
NagasakiAssociationfbrHibakushas■MedicalCare

l′●▼l

囁膠

ヒバクシヤ医療国際協力通信　voI．20

チェルノブイリ・カザフスタン関連医師受入研修

Report　…‥

Study　…・・

People　…・・

Report　…‥

Information

Information

チェルノブイリ・カザフ関連医師等受入研修

NASHIM研修医師の皆さん、体内放射能を測定！！

原研の外国人研究員のご紹介

泰山弘道著「長崎原爆の記録」完全版が復刻出版される

永井隆平和記念・長崎賞受賞者決定

核禁会議がNASHIMへ活動助成金を寄附



チェルノブイリtカザフスタン

関連医師の受入研修

チェルノブイリ原発事故関連諸国、カザフスタン共和国から専門

医師を招いてのヒバクシヤ医療研修が今年も7月24日から8月2

4日まで約1ケ月間に渡って実施されました。

今年で15回目となる本研修には、ロシア連邦、ウクライナ共和国、

カザフスタン共和国からそれぞれ1名、ベラルーシ共和国から2名

の計5名が参加しました。

研修は長崎大学医学部を中心として実施され、ヒバクシヤ医療

の全体像を把握してもらうための共通講義が行われた後、それぞ

れの専門分野に分かれてのカリキュラムが組まれました。

研修期間中には原爆資料館の見学や平和祈念式典への参列などで長崎原爆の実相について認識を深めると

ともに、日赤長崎原爆病院、長崎市原爆被爆者健康管理センター、財団法人放射線影響研究所、悪の丘原爆ホ

ーム、天草はまゆう療育園の視察や長崎県庁での行政説明など原爆被爆者への医療システムや行政支援につ

いても学びました。

休日には、みなとまつりの打ち上げ花火や精霊流し、伊王島での海水浴など夏の長崎を満喫しました。

研修を終えて

●辿スク放射線医学研究所（ロシアヨ

教授　ウラジーミル・パーシン（超音波診断学）

訪問中、1945年8月9日に起こった長崎市の原爆投下の歴史について知ることがで

きた。原爆資料館を訪れた際、また原爆犠牲者の追悼式典に参列した際に、拭い去りが

たい印象を受けた。

研修で最も重要だったのは、放射線、内科、外科の治療制度に関して、実地に知ること

ができたことである。導入研修として行われた、様々な臨床的・理論的講義は、日本の臨

床医学における最新の成果である。その広いテーマ性、講師の高い知識レベルにより、

その分野での臨床医学の基本的成果を知ることができた。

この素晴らしく、多角的な研修の準備および遂行に携わった全ての方々、とりわけ

NASHIM会長の井石先生およびLLJ下教授に対し、感謝の意を表したい。



ベラル忘シ宰領蘭学教育アカデト咋章毎衰嚢

講師　イリーナ　シマンスカヤ（産婦人科）

NASHIMの招待をいただき、長崎医科大学の分子医学部門（原研細胞）にて教育を受

けることになった。研修期間中、私は、被爆者のための健康ケアシステムに関する知識

を得ることができ、分子生物学や放射線被ばくによる医学的な影響、医学と生物学統計

など最高レベルの専門技術を持つ長崎大学の教授陣により、学ばせて頂いた。

平和式典はこの研修中に最も印象的で重要なプログラムだった。この式典に参加さ

せて頂いて、日本の首相や市長のスピーチが拝聴できた事をとても嬉しく思っている。

長崎の博物館や、浦上天主堂などの訪問も興味深く文化体験ができるプログラムだった。

最後に、長崎へ招待して頂き、日本の大学と交流し、また、学んでいくように配慮してく

ださった、NASH［Mの井石会長と山下教授に深く感謝申し上げたい。

副学長　アレクサンダー・コズロフスキー（小児学、疫学、免疫学）

研修はNASHIMの招塀により、医学部大学病院で行われた。研修期間中、日本の保健、

教育、社会保障の制度について情報を得、放射線防護、医療放射線、統計、分子病理学、診

断学、血液学、輸血学他に関する諸講義を聴き、大学病院では放射線科、小児科、外科の

業務を見学した。小児科の教授の診察や、小児外科、外科の手術にも立ち会った。また、

原爆ホームやはまゆう療育園、原爆病院を視察した。

私に研修へ加わるように勧めてくれたジャヴァラノク教授に、また長崎での研修へ招

嘱し、受け入れてくれたNASHIM会長の井石先生、山下教授に対し、深く感謝の意を表し

たい。

●コロステン地区医学診断センター（ウクライナ舅

副センター長　オーレクサンダー・グテーヴイチ（超音波診断学）

私は現場の医師および保健担当者として、日本および長崎の医療制度、様々在レベル

での医療体制、治療機関の構造、財政、資材供給、人材育成に関する、また学術研究の成

果や診断・治療に関する新しい手法の導入に関する問題に興味を招いた。特によかった

のは、長崎および広島原爆の医学的・社会的被害、チェルノブイリ原発事故、疾病の疫学、

高線量・低線量放射線の人体に対する影響、分子的・遺伝的研究、放射線障害、がんt血

液学的その他の疾病の診断と治療、肝細胞移植、放射線防護に関する講義である。全て

の講義が高いレベルで、豊富な資料を用いた分かりやすい形で行われた。よりよい資料

を提供しようとする、講師陣の熱意を感じた。

日本での研修は、私の技術レベルを向上させ、人生の中でもっとも鮮烈在印象となっ

て残ることだろう。

外科主任　アデイルジャン・マサデイコフ（外科学）

研修期間中、私は日本の保健制度、住民への検診と医療行為の体制について知ること

ができた。原爆ホームや天草のはまゆう療育圃を見学し、入居者の待遇や、医療スタッフ

の子供達に対する暖かで思いやりに満ちた態度に驚かされた。大村市の長崎医療セン

ター訪問時には、甲状腺の手術に立ち会い、容姿を考慮した縫合など、自分の職場で取

り入れられるような技術について知ることができた。

長崎市とセミパラチンスク市の市民は、原爆と、セミパラチンスク市民を苦しめてき

た核実験場での実験という、共通の痛みと悲劇を有している。私は今後も、悪性の病気

の予防と治療を目的とした、我々の仕事によき影響を与えてくれる長崎大学との交流を

望んでいる。



『NASHIM研修医師

ホールボディカウンタ鉄室の内部（検出器とベッド）
■＼ウシ、ト他しり＝J二悍 国

放射能

レリヒ′iウゝ　い、王たそレナ）他トロト、う‾く卜に

£首両部破ばて酒豪や葡両面頚司定面百両育も荊満面∵‘評者官有薮歩亮ホ

て有効に利用きれ〒恵ぢます。さらに長崎大学痛憤元緊急被ばく医

を確認する目的にも用いることができるように整備しております。

このホールボディカウンタは、外界の自然放射線を遮蔽するための大型の

合成樹脂板3mm厚、重量約50トン）と、γ繚検出器の

構成されており、人体内に存在するごく微量な放射性

測定可能な核種は、カl

面計画宮古【じ▼

合、内部被ばくの有無

巨（鉄20mm厚、鉛内張3mm厚、

1チャンネル薮高分析器等からシンチレ一夕、5

種を測定することが

ムー40（K－40）やセシウムて137（Cs－137）などの

のうち天然放射性核種であるK－40は、自然界のカリ

です。

線を放出する放射性核種で、こ

レ、人体に昼不可欠些金属

ゾ〝胴二方、Cs－1“3ヱはウラ∧遁核分裂によ旦生ぶる人工改姓性物質であ柵ヒ」原爆投下．卓過去愈披塞駿鼻政敵性塵」仙w

〈下物（フォールアウ上）として存在⊥ます。近年1こお五

チェルノブイリ原子力発電所の爆発事故一によるフオ

推察－きれます。

…ペコれまでに∴沖ASHIM研修医師のカキ把ぞ協力を肌

14年）から2807年（平成壬9年）までで、計25名となサ仙ま

】ました。表1に、体内セ‾シウムが検出された研修医師の二

はト1且8丘年4月26乱に発生した」且ソ連（現ウクjw乏イ土）

ルアウトにより 土壌中鑑含まれている

シタ渕掘削まこm28令2年【（平成“

′た。そのケをこ・13名の方かを体内セラサムが検出さ新「仙－－－一

々の居住地と大数、測定給来まサ年間被ぼく▲線量を算‾、】一一

1蟹‾じた値（ICRP Pub二67まゾり）を示しますこ二万こ‾モミ7でラm‾グ核実験場周Y辺地‾域が‾‾ら‾の“研修生でぽこれま一▲‘ん∧∨…〟〟肌……

で体丙セシウムほ検田されてレiま苛ん。



表1体内セシウムが
検出された方々の

昼任地と人数、
年間被ばく線量

N S H tM 研修医師居住地 人数 年間被ばく線量（lC RP Pub．6 7より）

ベラルーシ ・コメリ 8 名 0 ．0 0 2 ～0 ．0 7 0 m S v／年

ベラルーシ ・ミンスク 1名 0 ．0 0 6 m S v／年

ウクライナ ・キ エフ 1名 0 ．0 2 0 m S v／年

ウクライナ ・コロステン 1名 0 ．0 0 8 m S v／年

ロシア・クリンシー 1名 0 ．0 1 5 m S v／年

ロシア・オフニンスク 1名 0 ．0 0 1 m S v／年

＿＿NASHIM研修生の方々は、チェルノブイ＿り原子力発電所の周辺地域＿（ウクライナ、ベラルーシ、ロシア）に居

住している方々が多く、事故の際の放射性降下物で汚染された地域で栽培きれた農件物－を常食もーて－－いると思

w冊－W【われ嘉す盲チェルノブイサ原発拡よる汚染地域の農地など二引まrCs【－・壬〝3▼拗音農作物に取り込まれi周辺住民がそ∴

れらを食料と 体内碇Cs、ヰ37が蓄積もている可能性が示唆きれていますiまた∴過去品

の長崎原爆被ばく一者を対象とした測定結果にお車てもi同様の現象がみらねた≡とが報告さ

－－－－－－－－－－－－－－Cs二Ⅰ37の物理学的半減期は約30年でずがて‾生物学的半減期‾（体内‾に取サ込まわた物質がこ‾排泄作用尊にまサ‾‾

山肌〟……ん皿∧“∽服体内かぢ失わ才T▼半分に減るまでに要する時間）はご豹1Ⅰ廿日程度で比較冊短い子吉が分かうてじうますご従ヲて∵冊冊m照

一一一‾‾一）チ王ブレアブイ∨り原発事散軒ら簡2℃牢が経過じた現在でもC岳二Ⅰ苫7が体内1潮で嘗るⅤ〟ベルで存在苛1㌻とⅤ「………

002年以降のホール

そ料そみると、13名の うら山1∵れJ）ノノヤにJjいてミi、Il

常生活における1人当たりの世界平均の年間被ばく線量

（2．4mSv／年）の1％以下であり、また残り1名の

程度にとどまっております。検査していただいた方には、

帰国までに内部被ばくの結果をお渡ししておりますが、

上記のようにチェルノブイリ原発事故によるCs－137内

部被ばくによる障害はほとんど考えられず、体内セシウ

ムが検出された方々を含め皆様安心してお帰りいただい

ているようです。

毎年長崎を訪問されるNA

心より感謝申し上ばます。ま

オ＝ざ告い‾こ寸で

最後に－、ゾ長崎大学ホ⇒レ

・、・・た・しております。

出されたCs－1 7による年間被ばく線量につい

ホールボディカウンタ制御眉ト．

測定にご協力いただいており、

今後の長崎大学におはる＿国際上Jミタシセ医魔の発展にとっても、お役に立て

巾ニッ測定いこ要望かござい吏し・た【1、卜。Jまてこ連帯卜さい・÷りJfちい



外国人研究員のご紹介
原爆後障害医療研究施設は、原爆被爆者や放射線被曝事故等による放射線障害発症機序の分子レベル

での解明と放射線被曝者の遺伝子治療を目的として研究が行われています。また、放射線障害者（ヒバクシ

ヤ）の国際的調査や医療協力を実施し、さらに原爆後障害医療の情報センター的性格を併せ持った総合的

研究施設として活動しています。

この研究施設では、チェルノブイリ事故被災国やカザフスタン共和国などからの外国人研究員の方たち

も研究をしています。彼らに研究の内容や日本の印象などについて尋ねてみました。

1．名前　2．国籍　3．いつ日本に来たか　4．研究の内容　5．日本に来て感じたこと

1．TatianaRogounovitch（タチアナ・ロクノビリチ）

2．ベラルーシ共和国

3．1997年10月7日

4．放射線誘発甲状腺癌についての研究

5．安全の国・日本人の優しい心・進んでいる技術

1．VladimirSaenko（ウラジミール・サエンコ）

2．ロシア連邦

3．2000年5月

4．甲状腺癌の分子生物学的研究・放射線誘発癌の

分子疫学的研究

5．日本人の細やかな気配り、彼らの仕事に対する

ひたむきな努力、外国人への非常に親切な理解

1．孟召偉（モウ・ショウイ）

2．中華人民共和国

3．2007年4月1日

4．甲状腺癌に対するタキサン系抗がん剤とNF－

kappaB標的剤の併用効果の検討

5．第一印象は、日本と長崎が非常にきれいで、親し

みやすい場所であるということです。道にゴミが

落ちていません。川にはたくさんの大きい魚が

いて、空にはたくさんの野鳥が飛んでいます。人々

は、捨てる前に、ゴミを分別します。これは、中国

人が見習うことができる良い習慣です。しかし、

とりわけ、私は日本人が親切で礼儀正しいと思

います。すべての先生、職場の人達は、非常に私

によくしてくれます。私は、私がこの大家族の一

員であると感じます。そして、私はこの教室で本

当に多くのことを学びました。私は、この体験を

いつまでも忘れません。

1．Va［entina Drozd（ワレンチナ・ドロズド）

2．ベラルーシ共和国

3．2007年5月28日

4．チェルノブイリ事故後のベラルーシにおける、

超音波を用いた放射線誘発甲状腺癌の早期診

断について

5．私は、日本はとても自然が美しい国だと感じま

した。また、とても組織化されており、人々は勤

勉で、経済も科学も非常に発展していると思い

ます。私は一生懸命働くことも大切だけど、時々

t」ラックスすることも大切ではないかと思いま

すが＝・・。

⑧董…

1．SerikMeirmanov（セリツケメイルマノフ）

2．カザフスタン共和国

1999年10月7日

放射線による甲状腺癌、乳腺癌についての研究

力ザフスタン人と日本人はよく似ている。自分の

国のために日本で研究出来ることを嬉しく思った。

l．ZhanayAkanov（ジャナイ・アカノフ）

2．カザフスタン共和国

3．2007年6月8日

4．幸手細胞についての研究

5．日本の歴史、人々は面白いと思った

1．Akulevich Natallia（アクレピッチ・＋クリア）

2．ベラルーシ共和国

3．2004年10月

4．個人間の甲1犬腺癌への確患しやすさの違いを規

定する分子メカニズムの解析

5．私が初めて日本に来た時、私は長崎が「アジア的」

でもあり「西洋的」でもあることに驚きました。普段

の生活の中で着物を着ている女性に会うとは思つ

てもいませんでした。日本人は、たとえ日本語が全

く分からない相手に対してでも、あらゆる手段を

使って手助けをしてくれ、詳しい説明をしてくれます。

大変すばらしいことです。最初の頃、日本人はユー

モアのセンスがないと感じましたが、その考えは時

間とともに変わりました。私にとって興味深かった

ことがあと2つあります。「チームスピリット」と「規

則に従うこと」が日本人にとってとても大切だとい

うことです。また、日本人は非常に外交的でもあり、

しばしば本心では何を考えているのか分からない

ときがあります。日本人になるということはたやす

いことではありません。日本にいて、日本人ではな

いということはずっと難しいことですが。

1．AinurAkilzhanova（アイヌール・アキルジャノウ）

2．カザフスタン共和国

3．2006年12月8日

4．乳がんについての遺伝子解析の研究

5．カザフスタンと比べて面積が小さくて山も多い

ので、住めるところには人も家も多い。それを飛

行機から見たとき、おもちやのように可愛く、ま

た美しく感じた。人は多いが、皆仲良く、親切であ

る。
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照霞覇轡
NASHIMでは平成17年度に、大村海軍病院院長で

あった泰山弘道博士が、長崎に原爆が投下された際

の被爆者の様子、その医療の実際、そして終戦後の長

崎大学医学部の再興に向けた動き等を克明に記載し

た「長崎原爆の記録」の英語版、「Collection of

Memoirs of the Atomic Bombardment of

Nagasaki1945L55」を出版しました。これは泰山博

士が、この記録をアメリカ国民にぜひ読んでもらい

たいという思いから自ら英訳し、英語専門家の修正

を経て完成したものの、当時の状況から出版される

ことができず、その後50年以上も日の目を見ること

がなかったものを、長崎大学の山下俊一教授をはじ

めとする多くの方の御尽力もあってNASHIMから

出版されたものです。出版後、この本はニューヨーク

の国連本部や世界保健機関（WHO）にも配布され、

国内外で大きな反響を呼びましたが、日本語版につ

いては昭和59年の出版後、現在絶版になっており、

入手が困難な状況でした。

「長崎原爆の記録」英語版

今回、NASHIMによる英語版出版をきっかけとし

て、日本インシュレーション株式会社会長である柿

木克己氏の御尽力もあり、「長崎原爆の記録」日本語

版が、これまでカットされていた部分も含めた完全

版として東京図書出版会より復刻・出版されました（税

込2，100円）。この復刻版では、当時の大村海軍病院

の現状や大村への空襲に関する記述から8月9日の

長崎原爆投下の前後の記録、さらには長崎から搬送

されてきた多くの被爆者の惨状と被爆者に対する

治療の様子等について、写真と共に克明に記載して

います。さらに終戦後、壊滅した長崎医科大学（長崎

大学医学部）がどのように再興される運びとなった

かについても記載されており、今年創立150周年を

迎える長崎大学医学部の歴史を考える上でも極め

て貴重な資料となっています。

「長崎原爆の記録」日本語版

本書は書店やインターネットを通じての購入も可能です。また図書の詳細については日本インシュレーシ

ョン株式会社（担当：情報管理部　金子一郎部長。電話06－6633－7323　E－mail：i－kaneko＠jic－bestork．co．jp）

までお問い合わせください。
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第7回
永井隆平和記念・長崎賞の
受賞者が決定
NASHIMは被爆50周年にあたる平成7年に被爆者の救護に尽力した故永井隆博士の精神を引き継ぐこ

とを目的に「永井隆平和記念・長崎賞」を創設し、ヒバクシヤ医療の向上・発展とヒバクシヤの福祉の向上に

責献した個人や団体を隔年で顕彰しています。第7回目となる今回は、多数の候補者の中からロシア医学

アカデミ叫オブニンスク医学放射線研究所のアナトリイ・ツイープ博士が本賞受賞の最適者として満場

一致で決定されました。

ツイープ博士は、ソ連時代から放射線安全防護と放射線医療推

進の中心的な役割を担われ、これまでの業績や活動は既に十分な

国際的評価を受けておられますが、チェルノブイリ被災者及びロ

シア連邦全国民の健康状態の改善、放射線科学研究の推進、若手研

究者の育成などの多岐にわたる責献を評価し、この度、本賞を授与

することとなりました。

授賞式は、10月31日にツイープ博士を招いて長崎市内で開催す

る予定です。その模様は次号で詳しく報告します。
アナトリイ■ツイープ博士

核禁会議がNASHIMへ活動助成金を寄附
今年も核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）に寄せられた浄財を活動助成金として、寄附していただ

きました。贈呈式は8月7日に開催された核禁会議長崎集会の中で行われ、

他の9団体とともにNASHIMからは藤田事務局長が出席し、贈呈を受けま

した。

核禁会議は結成から今年で47年目を迎えますが、「被爆者に愛の手を！」

を合い言葉として被爆者の方々を救援するためのカンパ活動を長年行っ

ています。NASHIMは毎年活動助成金をいただき、図書の出版などに活用

させていただいていますが、多くの医療施設には健診車、送迎用マイクロ

バス、車椅子、ベッド、医療器具などが贈られています。

長崎市の平和公園にある「平和の泉」を建設したのはこの核禁会議であり、

また、国際的には韓国の陳川原爆被害者福祉会館に医療機器などを贈り続

けています。

核禁会議のこれまでの被爆者救援活動や核兵器廃絶の取り組みに深く

敬意を表しますとともに、改めて厚く感謝申し上げます。

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会通信
第20号
発行／平成19年10月10日

昨年の助成金により増刷した医学教科書

『小児甲状腺学』（ロシア語）

長崎・ヒバクシヤ医療国際協力会（NASHIM）

〒850－8570　長崎市江戸町2－13（長崎県福祉保健部原爆被爆者対策課内）

TELO95（895）2473　FAXO95（895）2578

http：／／www．nashim．org／E－mailinfo＠nashim．org




